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事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

1
(31)

保育サ－ビス評価制度の導入

　個々の保育所が運営における具体的な問題
点を把握し，サービスの向上に結びつけること
及び利用者の適切なサービス選択に役立つ情
報を提供する。

保育の質を確保し，広く市民に保育に関する情
報を提供するための第三者評価システム導入
の検討。

実施 未実施 実施
民間保育所も含めた実施への調整を行う必
要がある。

2
(3)

子育てサポ－ト事業の充実 （県）

　安心して子育てができるようにするため，「子
育てサポ－タ－」（保育にかかる知識と経験を有
する地域協力会員）と「利用会員」（子育ての支
援を必要とする人）が登録し，コ－ディネ－タ－
の調整のもと子育て支援活動を行う。

平成21年度末　協力会員 61人　利用会員 8人
利用回数 50回　利用時間　352時間

継続 3か所
ファミリ－サポ
－トセンタ－事

業へ移行

H22年度で県補助終了。
会員規模拡大により2ページ№15「ファミリー
サポートセンター」への移行する。

3
保育所の子育て相談（保育所にお
ける育児相談）

　保育所の開所時間内で子育てに関する相談
を受ける。電話相談のほかに来所しての相談も
可能。(公立・私立全保育園）

保育所の施設長及び主任保育士が開所時間内
で相談者の対応をした。

継続 9か所 登載しない 特になし

4 子育てサ－クル活動への支援
　子育てサ－クルの親子に対する学びの場，遊
びの場の提供及び母親が研修している間の託
児支援を実施。

ともべ保育所で週1回(水曜：9時～11時)実施。
保育士による親子遊びの指導や保護者同士の
情報交換等の場の提供をし，子育てサ－クルに
積極的参加できるよう支援した。

継続
実施
1か所

登載しない 2ページNo.12に統合する。

5
(6)

子育てボランティアの活用
　子育てに関心を持っているボランティアを募
り，地域子育て支援センタ－活動の援助及びサ
－クル活動中の託児支援を実施。

子育て支援センター「くりのこ」で，子育てボラン
ティアの協力をお願いした。

継続 実施 継続実施 特になし

6
(5)

地域交流事業　（国）
　老人施設等を訪ねたり、お年寄りを保育所や
幼稚園に招待して交流事業を行う。

民間(大沢・みか・めぐみ・岩間・おしのべ)保育
園・市立(くるす・ともべ)保育所で実施

継続 7か所 9か所 全保育所での実施を目指す。

7
(32)

児童手当の支給　（国）

　児童手当法に基づき，小学校修了前の子ども
を養育している方に手当てを支給することにより
家庭における生活の安定に寄与するとともに，
次世代の社会を担う児童の健全な育成及び資
質の向上のために行う事業。

H22年2月支給対象者　4,588人 継続 実施 継続実施 特になし

8
(26)

病後児保育事業の実施（施設型）
（国）

　保護者が勤務等の都合により家庭で病気の
回復期である児童の保育を行うことができない
場合に保育所の看護師が保育を行う。

みか保育園で年間242日開設，延べ利用人数
306人

２か所 1か所 1か所 特になし

9
病後児保育事業の実施（派遣型）
（国）

　保護者が勤務等の都合により家庭で病気の
回復期にある児童の保育を行うことができない
場合自宅に保育士等を派遣して保育を行う。

H20年度に次世代育成支援対策事業から特別
保育事業に移行した際に廃止された。

需要により検
討

廃止
事業廃止によ

り未登載
特になし

10
(27)

病後児保育事業の実施（自園型）
（県）

　自園の児童が保育中に体調不良となったが，
保護者の勤務等の都合で直ちに迎えに来られ
ない場合に保育所で保護者が迎えに来るまで
の時間預かる，当日の緊急対応等を常勤の看
護師が行う事業。

大沢保育園で延べ337人が利用した。 － 1か所 2か所 特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　　　　　（１）　地域における子育ての支援

1
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　（１）　地域における子育ての支援



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

11
(28)

一時保育事業の推進（民間保育所
は県単独、公立は市独自）

　保育所入所要件に該当しない家庭の児童で，
保護者の都合で日中に家庭で保育できない場
合に保育所で保育を行う。（1日2千円）

大沢保育園(延べ249人)，みか保育園(延べ533
人)，めぐみ保育園(延べ266人)，岩間保育園(延
べ281人)，おしのべ保育園(延べ151人)
(くるす，いなだ，てらざき，ともべ保育所)延べ利
用人数168人

９か所 ９か所 ９か所 特になし

12
(1)

地域子育て支援センタ－事業の充
実
　（民間は県単独、公立は市独自）

　保育所等において，地域全体で子育てを支援
する基盤の形成を図るため，保育不安等につい
ての相談指導，子育てサ－クル等の育成・支援
等を行う。

みか保育園で112回実施，延べ171組
ともべ保育所で週1回実施，延べ424組

継続 3か所
3か所

継続実施
友部地区子育て支援センター（直営）開設時
には調整が必要。

13 地域子育て拠点事業の推進
　地域の子育て支援情報の収集・提供に努め，
子育て全般に関する専門的な支援を行う拠点と
して機能するとともに，地域支援活動を実施。

岩間地区「くりのこ」で週3回実施，延べ1,609組
が利用(1日平均11組)
笠間地区「みつばち」で週3回実施，延べ2,718
組が利用(1日平均19組)

実施 1か所
No.12に統合し

登載しない
友部地区開設時は№12のみか保育園事業
と調整が必要。

14 子育て広場⇒笠間地区
　保育士による親子遊びの指導や保護者同士
の情報交換等の場を提供し，子育てサ－クルに
積極的参加ができるよう支援。

くるす保育所は，H20年度で廃止し，H21年度か
ら笠間ショッピングセンタ－ポレポレ内で開設す
る。

継続 廃止
No.12に統合し

登載しない
特になし

15
(4)

ファミリ－サポ－トセンタ－事業の
実施　（国）

　ファミリ－・サポ－ト・センタ－（地域において子
どもの預かり等の援助を行いたい者と援助を受
けたい者からなる会員数100人相当以上の組
織）を設立し，事業を実施する。

平成22年度に会員数100人相当以上のファミリ
－・サポ－ト・センタ－を設立し，以下の事業を
実施する為の準備を実施。
　ア．会員の募集，登録その他の会員組織業務
　イ．相互援助活動の調整等
　ウ．会員に対して相互援助に必要な知識を付
与する講習会の開催

基準により検
討

未実施
実施
1か所

H22より開始し,関係者への周知と会員増に
努める。

16
(17)

通常保育事業の拡充　（民間は県
単独、公立は市独自）

　児童福祉法第35条第3項及び第39条の規定
に基づき，保育に欠ける児童（0才～5才）を保育
する。民間保育所については，運営費を支弁す
る。
　適正な入所選考を実施する。

民間保育所(定員計 570人)入所児童延べ 7,330
人(月平均 610人)
公立保育所(定員計 369人)入所児童延べ 4,611
人(月平均 384人)

継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

17
(18)

延長保育事業の実施　（国）
　保育所において11時間を超えて開所する。
　民間保育園には人件費等を補助する。

延べ利用人数 690人(月平均 57人) 継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

18
(19)

乳児保育事業の実施　（県）
　乳児保育を実施する。また，民間保育所には
直接従事する非常勤保育士の雇用に要する費
用の助成をする。

1歳児保育を実施した。
公立延べ 639人(月平均 53人)，民間延べ 1,305
人(月平均 108人)

継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

19
(20)

障害児保育事業の実施

　心身に障害を有する乳幼児を受入れ，健常児
との集団保育を行うことにより障害児の健全な
社会性，情緒等の成長，発達を助長するととも
に，健常児の障害児に対する正しい認識を深
め，障害児の福祉の増進を図る。

公立保育所7人，民間保育所2人の障害児を受
け入れた。

継続 9か所
9か所

継続実施

健常児と同じく保護者が希望する保育所で
受入できるよう，加配保育士の人件費等を
民間保育所に補助する必要がある。

20
(21)

休日保育事業の実施
　就労形態の多様化に対応するため，日曜，祝
日，国民の休日等の保育を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施
1か所

市民ニーズに対応した効率的な実施と補助
制度の創設が必要。

2
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　（１）　地域における子育ての支援
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21
(22)

夜間保育事業　（県）
　夜間，保護者の就労等により保育に欠ける家
庭の児童の保育を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施について
検討

現状は、民間の事業所内託児施設やベビ－
ホテルが市内にあるため，概ねの家庭は対
応できている。

22
(23)

トワイライトステイ事業の実施　（県）
　保護者が平日の夜間又は休日に不在となり家
庭で児童を養育できない場合に実施施設にお
いて保護し，生活指導，食事の提供を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施について
検討

現状は、民間のベビ－ホテルや託児所にお
いて概ね対応できている。

23
(24)

特定保育事業の実施　（県）
　保護者の勤務状況が通常保育の入所要件に
該当しない家庭の児童を家庭で保育できない日
時について保育を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施について
検討

現状は、認可保育所の一時保育で概ねの
家庭は対応できている。

24
(45)

笠間市要保護児童対策地域協議会
の設置　（国）

　要保護児童等の適切な保護を図るため，情報
を共有し，支援内容に関する協議を行う。

代表者会議　　　1回開催
ケ－ス検討会 　13回開催

継続 実施 継続実施
より良い支援を行うにあたり，関係各機関と
の情報共有や支援の連携を今後も強化して
いく。

25
(16)

保育所施設の整備　（国）

　入所児童の快適な居住環境を確保するため，
老朽化している保育所の建て替えや改築等を
行う，また同様に行う民間施設に対して，補助
金等の支援をする。

　　－
需要により検

討
未実施

整備計画を策
定し実施

老朽化している施設の計画的整備が必要。
（計画の作成，補助事業等）

26
(10)

いばらき子育て家庭優待制度の推
進　(県)

県内にお住まいの妊娠中の方や18歳未満の子
どものいる家庭に対し，「いばらき　Ｋids　Ｃlub」
カ－ドを交付し，協賛店舗に提示することにより
独自の優待を受けられる制度。

同様な制度である「福島県・栃木県・群馬県」の
制度と連携が開始された。
交付枚数　411枚　　再交付　76枚

実施 実施 継続実施 特になし

27
(50)

就学援助費の支給（国）

「就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励に
ついての国の援助に関する法律」に基づく援助
として,要保護，準要保護児童(単独事業)に対し
学用品，給食，修学旅行，郊外活動等の就学援
助費を支給した。

小学校：準要保護(単独事業)396人要保護17人
中学校：準要保護(単独事業)227人要保護17人

継続 実施 継続実施 特になし

28
(29)

幼稚園における預かり保育事業の
実施

15時までの延長保育により対応した。 実施 未実施
公立幼稚園に
おいて実施検

討
特になし

29
(11)

子育て支援総合ガイドの改訂 　子育て支援ガイドブックの作成印刷と改訂。 H21年度までに7,000部配布済 実施 実施 随時改訂
制度改正等による事業変更や関連施設の
新規・廃止等があるため，数年毎(3年を目
処)改訂する必要がある。

30
(98)

読み聞かせ事業

　幼児、小学生を対象に、絵本、紙芝居の読み
聞かせ及びブックトークの実施。
　読み聞かせに係わる職員、ボランティアの資
質向上と内容の充実を図るために研修会を実
施する。

館内読み聞かせ事業実施
 笠間図書館(実施回数 67回,参加人数　991人)
 友部図書館(実施回数 41回,参加人数　915人)
 岩間図書館(実施回数 40回,参加人数　457人)
読み聞かせ研修会実施(Ｈ21．9.16)
　参加人数(三館合同　93人)

継続 149回
150回

継続実施
市内小・中学校,各施設,ボランティア団体と
の連携。

3
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　（１）　地域における子育ての支援
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31
(99)

学校との連携
　学校への資料の紹介及び提供、調べ学習の
場や資料の提供。

授業で必要な資料の相談及び資料の提供
(WEB予約による資料の提供 ：9月～)
　「図書館だより」の配布　　市内小中学校に毎
月1回配布
　司書体験研修の受入　笠間(4校　12人)：友部
(2校　5人)：岩間(1校　3人)
　図書館見学等の受入　笠間(1校　12人)：友部
(1校　43人)：岩間(3校　14人)
　ゲストティ－チャ－の実施　(教職員の受入
1人)

継続 実施 継続実施 特になし

32
(127)

1年生から3年生を対象に体験を通
して友達づくり(わんぱく教室)

　体験学習型講座の開催。平成21より「まなBe
～わんぱく」に改称。：友部公民館

8回実施　延べ168人参加(工作・パン作り・陶芸
体験・おもしろ理科先生など体験型学習講座)

継続 8回
8回

継続実施
特になし

33
(13)

出会い創出支援事業の推進
　出会い創出を目的としたパ－ティ－等への支
援，出会いサポ－トセンタ－入会の助成。

大好きかさま結ネット主催事業
　Ｈ21年6月開催
(男性18人,女性17人参加　カップル4組成立)
　Ｈ21年9月開催
(男性8人,女性7人参加　カップル3組成立)
友部ライオンズクラブ主催事業
　Ｈ21年12月開催
(男性20人,女性19人参加　カップル3組成立)
いばらき出会いサポ－トセンタ－入会助成者7
人

継続 実施 継続実施
恋人の聖地に認定されたことを活用し,より
一層出会い創出支援事業を推進していく。

34
(14)

結婚相談ボランティア団体との連携
事業の実施

　大好きかさま結ネットが行う勉強会，マリッジ
サポ－ターとの交流会，イベントの開催，情報交
換。

茨城県子ども家庭課主催のいばらき結婚支援
研修会に,大好きかさま結ネット会長が参加し交
流を図った。

実施 実施 継続実施 特になし

35
(15)

いばらき出会いサポ－トセンタ－推
進事業の促進

　マリッジサポ－タ－の募集，ふれあいパ－ティ
－開催などの広報活動。

いばらき出会いサポ－トセンタ－の運営助成(負
担金)
マリッジサポ－タ－の募集チラシ設置(本所・支
所)

継続 実施 継続実施 特になし

4
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　（１）　地域における子育ての支援



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

36
(30)

放課後児童健全育成事業（放課後
児童クラブ）の充実　（県）

　昼間保育に欠ける家庭の小学校低学年児童
等の放課後の安定した遊び及び生活の場を確
保し，児童の健全育成を図る。

22年3月保育児童数(一時除く)
  笠間小70人　箱田小10人　稲田小28人　佐城
小17人　南小26人　友部小142人　大原小19人
宍戸小51人
  友部二小42人　北川根小35人　岩間第一小20
人　岩間第二小22人　岩間第三小31人
  ＮＰＯがくどうともべ 70人(運営費補助)
  ともべ保育所15人
業務委託開始：南小(ＮＰＯ笠間学童保育の会)
北川根小・岩間第三小(市民支援センタ－とも
べ)

○宍戸小児童クラブ室建設　　面積　189.63㎡
定員60人
○友部小児童クラブ室増築　　面積 　 80.8㎡
定員30人

継続 15か所
15か所

継続実施

H21から4児童クラブを民間委託するが,残る
10児童クラブについても民間委託を推進す
る。
ともべ保育所は,専用の部屋が無く，保育業
務に支障をきたす時期もあるため，友二小
児童クラブとの統合について検討する。　東
小学校の開設について実情を勘案し検討す
る。

37
(26)

病後児保育事業の実施（施設型）
（国）
　P1 №8再掲

　保護者が勤務等の都合により家庭で病気の
回復期である児童の保育を行うことができない
場合に保育所で常勤看護婦が保育を行う。

みか保育園で年間242日開設，延べ利用人数
306人

２か所 1か所 1か所 特になし

38
病後児保育事業の実施（派遣型）
（国）
　P1 №9再掲

　保護者が勤務等の都合により家庭で病気の
回復期である児童の保育を行うことができない
場合に保育所の看護師が保育を行う。

H20年度に次世代育成支援対策事業から特別
保育事業に移行した際に廃止された。

需要により検
討

廃止 － 特になし

39
(27)

病後児保育事業の実施（自園型）
（県）
　P1 №10再掲

　自園の児童が保育中に体調不良となったが，
保護者の勤務等の都合で直ちに迎えに来られ
ない場合に保育所で保護者が迎えに来るまで
の時間預かる，当日の緊急対応等を行う事業。

大沢保育園で延べ337人が利用。 － 1か所 2か所 特になし

40
(20)

障害児保育事業の実施
　P2 №19再掲

　心身に障害を有する乳幼児を受入れ，健常児
との集団保育を行うことにより障害児の健全な
社会性，情緒等の成長，発達を助長するととも
に，健常児の障害児に対する正しい認識を深
め，障害児の福祉の増進を図る。

公立保育所7人，民間保育所2人の障害児を受
け入れた。

継続 9か所
9か所

継続実施

健常児と同じく保護者が希望する保育所で
受入できるよう，加配保育士の人件費等を
民間保育所に補助する必要がある。

41
(17)

通常保育事業の拡充　（民間は県
単独、公立は市独自）
　P2 №16再掲

　児童福祉法第35条第3項及び第39条の規定
に基づき，保育に欠ける児童（0才～5才）を保育
する。民間保育所については，運営費を支弁す
る。
　適正な入所選考を実施する。

民間保育所(定員計 570人)入所児童延べ 7,330
人(月平均 610人)
公立保育所(定員計 369人)入所児童延べ 4,611
人(月平均 384人)

継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

42
(18)

延長保育事業の実施　（国）
　P2 №17再掲

　保育所において11時間を越えて開所する。民
間保育園に人件費等を補助する。

延べ利用人数 690人(月平均 57人) 継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　　　　　（２）　仕事と子育ての両立の支援

5
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

（２）　仕事と子育ての両立の支援
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43
(19)

乳児保育事業の実施　（県）
　P2 №18再掲

　乳児保育を実施する。また，民間保育所には
直接従事する非常勤保育士の雇用に要する費
用の助成として，1歳児1人につき，月額3,500円
の補助を行う。

1歳児保育を実施した。
公立延べ 639人(月平均 53人)，民間延べ 1,305
人(月平均 108人)

継続 9か所
9か所

継続実施
特になし

44
(21)

休日保育事業の実施
　P2 №20再掲

　就労形態の多様化に対応するため，日曜，祝
日，国民の休日等の保育を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施
1か所

市民ニーズに対応した効率的な実施と補助制
度の創設が必要。

45
(25)

ショ－トステイ事業の実施　（国）
　保護者の疾病等の理由により一時的に家庭
で児童の養育ができない場合に児童養護施設
等で一定期間預かり養育・保護を行う。

　　－ ２か所 未実施
実施
2か所

市内に対応できる施設が無いため，市内の
方が利用できる範囲の市外施設から選定す
る必要がある。

46
(24)

特定保育事業の実施　（県）
　P2 №23再掲

　保護者の勤務状況が通常保育の入所要件に
該当しない家庭の児童を家庭で保育できない日
時について保育を行う。

　　－
需要により検

討
未実施

実施について
検討

現状は、認可保育所の一時保育で概ねの家
庭は対応できている。

47
(12)

子育てに関する相談体制の充実
　家庭児童相談室で、家庭における児童の健全
育成を図る育児相談及び指導を実施。

相談件数　680件 継続 実施 継続実施 特になし

48
(138)

労働相談の実施
　ハロ－ワ－ク・県作成の求人情報誌や就労相
談のチラシを窓口に設置。ポスタ－掲示による
広報。

ハロ－ワ－ク・県作成の求人情報誌や就労相
談のチラシを窓口に設置。ポスタ－掲示による
広報を行う。

実施 3か所

名称を「雇用情
報コーナー」と
改称し3か所で

継続実施

特になし

49
(139)

男女が働きやすい環境づくりのため
の広報及び情報提供，フォ－ラム等
の開催

　笠間市男女共同参画推進条例に基づくフォー
ラムのを開催及び男女共同参画推進事業者の
認定。

・「男女共同参画推進フォ－ラム2009」を11月8
日に開催。講演は向井万起男氏による「女房が
宇宙を飛んだ～女性の生き方,男女の新たな共
生～」。参加者：約300人
・男女共同参画に関する理解を深め，仕事と家
庭の両立に配慮しながら男女共に働きやすい
職場環境づくりに積極的に取組む事業者を3者
認定した。

実施
ﾌｫｰﾗﾑ1回

認定事業者数9
事業者

フォーラム1回
認定事業者18

事業者

自ら申請する事業者がなく，認定事業者確
保が難しい。

50
(140)

育児介護休業制度の普及・啓発 　啓発用パンフレットの配布。
ハロ－ワ－ク・県等発行のパンフレット・ポス
ターを窓口に設置

継続 3か所
3か所

　継続実施
特になし

51
(129)

放課後子どもプラン（国）

　放課後に小学校の教室を活用し，地域の方々
が指導者やボランティアとして参加して，子ども
たちがスポ－ツ・文化活動，地域住民との交流
活動などを実施する。

東小(30人参加),大原小(38人参加),岩間三小(41
人参加)で実施

実施 小学校3校
3か所

　継続実施

現在，週2日の開設日のすべてにボランティ
アを依頼し体験学習を組んでいるが，ボラン
ティアの確保に苦慮していることから，学習
活動とのバランスを検討する必要がある。
他校への拡大には空き教室の確保が必要。

6
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

（２）　仕事と子育ての両立の支援



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

52
(45)

笠間市要保護児童対策地域協議会
の設置　（国）
　P2 №24再掲

　要保護児童等の適切な保護を図るため，情報
を共有し，支援内容に関する協議を行う。

代表者会議　　　1回開催
ケ－ス検討会　13回開催

継続 実施 継続実施
より良い支援を行うにあたり，関係各機関と
の情報共有や支援の連携を今後も強化して
いく必要がある。

53
(47)

母子家庭等の親への自立、就業支
援（母子自立支援員の設置）

　母子家庭や寡婦の福祉に関してその実情を
把握し、個々のケ－スに応じて自立に必要な各
種の相談や指導を行うための母子自立支援員
を設置する。

　　－ 実施 未実施 実施 人材の確保に努めH22より実施する。

54
(48)

母子家庭等日常生活支援　（県）

　母子世帯の方が就職活動などの自立支援の
ため，又は疾病などの社会的理由により一時的
に介護や保育サ－ビスが必要な場合に家庭生
活支援員の派遣を受けられる制度。

支援員登録　19人　支援対象家庭　11世帯 継続 実施 継続実施 特になし

55
(33)

児童扶養手当の支給　（国）
　父親と生計を同じくしていない18歳未満の児
童を養育している母親又は養育者に手当を支
給。

支給対象者　639人 継続 実施 継続実施 特になし

56
(49)

母子家庭等に対する情報提供
　笠間市母子寡婦福祉会において母子寡婦家
庭に情報提供・相談業務を実施。

母子寡婦福祉会：会員数　167人 継続 実施 継続実施 母子寡婦福祉会が22年5月に解散した。

57
(76)

ハイリスク幼児教室
　言葉の遅れなどの発達面で心配や悩みのあ
る方の個人相談及び集団指導。

おひさま教室（笠間）12回,実人数10人・延人数
11人,どんぐり教室（友部）2回,実人数3人・延人
数3人,スマイリー（岩間）8回　実人数8人・延人
数30人

継続
実施
3か所

継続実施
保健所と連携し,育児不安の強い母親向け
のグループミーティングを平成22年度実施
予定。

58
(77)

ことば・こころの教室
　発育に支援が必要な保護者に対し，3才から
就学前までの就園児を対象に小集団・個別指
導を実施。

稲田幼稚園において個別指導を行った。12人 継続 実施
1か所

　継続実施
特になし

59
(51)

特別支援教育就学奨励費補助
特別支援教育を受ける児童を養育する世帯へ
の経済的負担の軽減(特別支援学級に在籍す
る児童に対し，就学奨励の補助)

小学校31人　中学校14人 継続 実施 継続実施 特になし

60
(37)

重度心身障害者医療福祉費の支給
（県補助＋市独自）

　障害者手帳１級・２級・３級の内部障害、療育
手帳A以上、特別児童扶養手当１級、障害年金
１級の判定を受けた障害者が対象。
　保険適用分の医療費を助成。
　市単独事業として、入院時食事負担額の1/2
を助成。

H22.3.31現在受給者数　1,464人
　県補助対象分199,466千円
　単独事業8,046千円

継続 実施 継続実施 特になし

61
(38)

父子家庭医療福祉費の支給（県補
助＋市独自）

　父子家庭の父と子が、子が18歳に到達する年
度まで対象。
　保険適用分の医療費からマル福自己負担額
を除いた額を助成。
　市単独事業として、マル福自己負担額（外来1
日600円を月2回まで、入院1日300円を月10日
まで）と、入院時食事負担額の1/2を助成。

H22.3.31現在受給者数　184人
　県補助対象分2,327千円
　単独事業588千円

継続 実施 継続実施 特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

　　　　　（３）　支援が必要な子どもや家庭への対応（障害児・ひとり親家庭等への支援）

7
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

（３）　支援が必要な子どもや家庭への対応（障害児・ひとり親家庭等への支援）
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62
(39)

母子家庭医療福祉費の支給（県補
助＋市独自）

　母子家庭の母と子が、子が18歳に到達する年
度まで対象。
　保険適用分の医療費からマル福自己負担額
を除いた額を助成。
　市単独事業として、マル福自己負担額（外来1
日600円を月2回まで、入院1日300円を月10日
まで）と、入院時食事負担額の1/2を助成。

H22.3.31現在受給者数　1,790人
　県補助対象分44,092千円
　単独事業8,960千円

継続 実施 継続実施 特になし

63
(56)

障害児親子通園事業　友部（つくし
んぼ教室）岩間（すずらん教室）

　障害の可能性のある子が親子で通園し,相談
や生活訓練等を行いながら，ことばや体の発達
の遅れを早期に発見し、専門の指導により療育
をする。保護者の子育てに対する相談にのるこ
とにより、不安解消の手助けをするとともに、保
健センタ－などと連携し、多方面に対する支援
をしていく。
　P６№57「ハイリスク幼児教室」・P６№58「こと
ば・こころの教室」と協同で開催　ハイリスク検討
会を実施している。

友部　16組　　岩間　10組 継続 実施 継続実施
各地区の事業内容や実施日等を検討すると
ともに関係機関との連携をはかる。
平成22年度から笠間HCでも開始した。

64
(52)

日中一時支援事業【Ｈ２０以前はレ
スパイト事業】（国）

　日中に障害福祉サ－ビス事業所、障害者支援
施等において、障害者（児）の保護者の病気や
冠婚葬祭等により一時的に障害者を預かったり
及び障害者等が社会に適応するための日常的
な訓練を行う事業。

16事業所と委託契約　299件 継続
委託事業所16

か所
20か所

継続実施

利用者のニ－ズにあった事業所との新規契
約等を行うとともに,事業所に対しての委託
料単価の変更も検討する。

65
(53)

障害児の補装具交付　(国）
　身体障害児の失われた部位を補って日常生
活を容易にするために、補聴器、義足、車いす
等の補装具を交付する。

　28件 継続 実施 継続実施 特になし

66
(55)

障害児の日常生活用具給付　（国）
　在宅の身体障害児に、訓練いす、入浴補助用
具、移動用ﾘﾌﾄ等の日常生活用具を給付又は貸
与する。

利用者の申請相談に基づく適正な支給を行っ
た。　39件

継続 実施 継続実施 特になし

67
(58)

障害児ショ－トステイサ－ビス
（国）

　保護者の疾病等の理由により、家庭において
障害児を一時的に介護できないとき、入所施設
で一時的に預かる事業。

利用者の状況に合わせた,適切な対応を行う。
入所施設へサービス費を支給した。

継続 実施 継続実施 特になし

68
(54)

タクシ－利用券交付

　タクシ－を利用し医療機関等に通院・通所を
要する重度障害児に対しタクシ－の初乗り料金
の一部を助成し，移動のための経済的負担を軽
減する。

交付件数113件.。
平成21年度から定額600円とし,重度精神障害者
も対象とした。(600円×48枚綴)

継続 実施 継続実施 特になし

69
(34)

特別児童扶養手当の支給　（県）
　２０歳未満の障害児を監護している者に対して
扶養手当を支給する。

支給人数　129人 継続 実施 継続実施 特になし

70
(35)

障害児福祉手当の支給　（国）
　常時介護を必要とする在宅の重度障害児に対
する手当の支給する。

支給対象者　26人 継続 実施 継続実施 特になし

71
(36)

在宅心身障害児福祉手当の支給
（国）

　在宅の重度心身障害児で、障害児福祉手当
を受給していない方を対象とした扶養手当の支
給する。

支給対象者数　72人 継続 実施 継続実施 特になし

8
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

（３）　支援が必要な子どもや家庭への対応（障害児・ひとり親家庭等への支援）
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72
(57)

障害児デイサ－ビス事業の拡充
（国）

　在宅の障害児がデイサ－ビス事業所に通所
し，機能訓練・創作活動・入浴・送迎サ－ビスを
利用した際にサ－ビス費を支給する。

年間　229件 継続 実施 継続実施 特になし

　関連機関（笠間市要保護児童対策地域協議
会、児童委員、家庭児童相談室）等との連携を
強化し，情報の共有化を図ることにより虐待等
の早期発見ができる体制を充実させる。

関係機関(笠間市要保護児童対策地域協議会,
児童委員,家庭児童相談室)等との連携を強化
し，情報の共有化を図ることにより虐待等の早
期発見ができる体制をより一層充実させる。

継続 実施 継続実施 特になし

　妊娠届出時、3～4か月児相談にスクリ－ニン
グのためのアンケ－ト実施。

妊娠届出時，3～4か月相談時にアンケ－トを実
施した。

継続 実施 継続実施 特になし

(59) 障害児通園施設運営事業
　笠間市から障害児通園施設（あゆみ園）に通
園するために施設が実施しているバス送迎の運
営費を補助する。

利用者　4人 継続 実施 継続実施 特になし

(113) 特別支援教育の充実
　障害を持った児童生徒に対し、食事・排泄・教
室の移動等、学校生活における日常生活動作
の介助を行うため、介助員を配置する。

介助員を6人配置した。 実施 実施 継続実施 特になし

73
(60)

児童虐待の早期発見と予防

9
基本目標１　みんなが力を合わせて子どもを育むまち

（３）　支援が必要な子どもや家庭への対応（障害児・ひとり親家庭等への支援）
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74
(81)

就学時健診
　新就学児に対して、身体・知能検査などの健
診を実施。

実施した。 継続 実施 継続実施 特になし

75 学校保健担当者会の開催
　市教育委員会と学校保健担当者（養護教諭）
の連携を図り、複雑・多様化する児童生徒の心
身の問題に対応する。

学校保健担当者(養護教諭)を中心として,学校
間の連携を図り,複雑・多様化する児童生徒の
心身の問題に対応した。

継続 実施 継続実施 特になし

76
(82)

歯科保健対策の充実
　幼児・児童生徒を対象とした歯科保健に関す
る実地指導と意識の啓発。

歯科保健に関する実地指導と意識の啓発を
行った。

継続 実施 継続実施 特になし

77
(95)

小児生活習慣病予防健診の充実
　中学1年生を対象に食生活や生活環境の変化
に伴う健康障害を予防するための検診を行う。

食生活や生活環境の変化に伴う健康障害を予
防するための健診を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

78
(41)

妊産婦医療福祉費の支給（県補助
＋市独自）

　母子手帳の交付を受けた月の初日から（申請
月が交付月の翌月以降の場合は、申請月の初
日から）、出産日の翌月末日まで対象。
　保険適用分の医療費からマル福自己負担額
を除いた額を助成。
　市単独事業として、マル福自己負担額（外来1
日600円を月2回まで、入院1日300円を月10日
まで）と、入院時食事負担額を助成。

H22.3.31現在受給者数　112人
県補助対象分19,335千円　　単独事業2,705千
円
H21.7月から「妊娠の継続と安全な出産のため
に治療が必要と認められた疾病」に限り助成の
対象となった。

継続 実施 継続実施 特になし

79
(42)

乳幼児医療福祉費の支給（県補助
＋市独自）

　未就学児（0歳から小学校入学直前の3月31日
まで）が対象。
　保険適用分の医療費からマル福自己負担額
を除いた額を助成。
　市単独事業として、マル福自己負担額（外来1
日600円を月2回まで、入院1日300円を月10日
まで）と、入院時食事負担額を助成。

H22.3.31現在受給者数　3,894人
県補助対象分68,325千円　　単独事業23,836千
円

継続 実施

継続実施
支給年齢を小
学校6年生まで

拡大

特になし

80
(62)

母子健康手帳の交付

　妊娠･出産･育児まで,一貫した健康状態を記
録できる手帳を交付する。
妊娠・出産の安全・安心を確保する上で妊婦健
診や保健指導等の母子保健サービスを早期か
ら受けることが重要なため,妊娠の届出を早期
(11週まで)に行うようすすめている。

妊娠届出者数：614件　　11週までの交付88.6％
11週までの交

付　　85%

11週までの交
付

88.6％

11週までの交
付

100%
特になし

81
(63)

妊婦一般健康診査委託事業（H19-
20は市独自、H21 から国庫補助）

　妊娠１９週までの前期、２０週以降の後期に、
医療機関で行う健康診査への公費負担の実
施。

21年4月より公費負担の回数を14回に拡大。実
620件・延6,986件

5回 14回
14回

継続実施
特になし

82
(64)

妊産婦訪問指導の実施
　妊娠・出産・育児に不安をもつ者、生活上指導
が必要な者等に対する保健師による家庭訪問
指導。

訪問実人員　512人 継続 実施 継続実施 特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

　　　　　（１）　母子保健、小児医療の充実

基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

10
基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

（１）　母子保健、小児医療の充実
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83
(66)

両親学級の実施
　妊婦とその家族を対象とした妊娠・出産・育児
に関する講義や実習。　　3コ－ス×6回

両親学級18回　妊婦実115人･延202人,夫参加
71人(初妊婦の夫の27.1％)

継続 18回
18回

継続実施
特になし

84
(65)

妊産婦健康相談
　妊産婦の悩みや不安等に対する保健師によ
る面接や電話による相談。

妊婦 824人　産婦 708人 継続 3か所
3か所

継続実施
特になし

85
(67)

赤ちゃん訪問(乳児家庭全戸訪問事
業)

　生後4か月までの乳児全戸訪問。（新生児、未
熟児を含む）

実546人・延554人　　実施率87.5％
　(新生児13人,未熟児53人を含む)

継続
訪問実施率

87.5％

乳児家庭全戸
訪問事業の実

施 100%

母子健康手帳交付、両親学級等の機会を活
用し、事業の周知を図る。

86
(94)

エイズ予防講演会
　市内中学２年生に対しエイズ・性感染症予防
の正しい知識の普及・啓発。

市内中学2年生に対しエイズ・性感染症予防の
正しい知識の普及・啓発のため,各学校におい
て講演会を行った。

全地区 実施 継続実施 特になし

87
(68)

乳幼児訪問指導
　育児や保健指導が必要と思われる乳幼児や、
その親を対象とした訪問指導。

実人数 75人・延人数109人 継続 実施 継続実施
訪問するが不在が多く,乳幼児健康相談で
フォローしたケースが増えた。

88
(69)

乳幼児健康相談

定期的に実施している乳幼児とその親の育児・
栄養・歯科の相談及び指導
笠間・友部保健センター＝週1回，岩間保健セン
ター＝月1回実施

108回　646人 継続 実施
48回

継続実施
特になし

89
(76)

ハイリスク幼児教室
　P７ №57再掲

　言葉の遅れなどの発達面で心配や悩みのあ
る方の個人相談及び集団指導。

おひさま教室12回,実人数10人・延人数11人,ど
んぐり教室2回,実人数3人・延人数3人,スマイ
リー8回　実人数8人・延人数30人

継続 3か所 継続実施
保健所と連携し,育児不安の強い母親向け
のグループミーティングを平成22年度実施
予定。

90
(117)

父子健康手帳の配付
　妊娠届出時に，初めて父親になる方を対象に
配付する。

配布数　262件
 (父親の育児・家事参加率89.2%)

継続
父親の育児・家

事参加90%
93% 特になし

91
(78)

フッ素塗布の実施
　１歳６か月児健康診査，２歳児歯科健康診査
を受けた者にフッ素塗布を行う。

26回実施(1歳6か月児と2歳児を同時に実施)
1歳6か月児　482人　　2歳児　469人

継続 実施 継続実施 特になし

92
(79)

永久歯対策事業
保育所,幼稚園において,年長児及びその保護者
に対して,歯科保健指導の実施

18か所実施　幼児：593人　　保護者：424人(保
護者参加率　71.5％)

19か所 18か所
19か所

継続実施
特になし

93
(70)

乳児一般健康診査委託事業
（３～６か月、９～１１か月）

　赤ちゃん訪問時・3～4ヶ月児相談時に周知し，
医療機関に健康診査を委託して実施

3～6か月：80.4％
9～11か月：65.8％

65%

3～6ヶ月
80.4％

9～11ヶ月
65.8％

・県平均73.1％
を上回る3～6
か月は80％

・9～11か月は
県平均67.4％

以上

特になし

親子教室の開催
保育所の子育て交流事業・子育て支援センター
の開設により,事業目的が達せられたので廃止
した。

継続 廃止 登載しない 特になし

11
基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

（１）　母子保健、小児医療の充実
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94
(80)

予防接種の充実
BCG605人,ポリオ1,004人,三種混合2,382人,麻し
ん風しん 2,776人,日本脳炎151人

継続

6か月までに
･BCG接種

　99.5%

1歳6か月まで
に

・三種混合接種
98.3%

･麻しん接種
　81.4%

・国の目標(95%
以上)を達成し
ているBCG・三
種混合は現状

以上

・麻しん
(1歳6ヶ月まで

に)
　95%以上

特になし

95
(7)

子育て交流事業 　親子教室の開催・交流場の提供。 交流の場の提供　104回実施　参加者1,303人 継続 実施 継続実施 特になし

96
(71)

３～４か月児相談
　問診・身体計測・育児相談・栄養指導を３セン
タ－で実施。

27回実施　　480人 ３か所 27回
27回

継続実施
特になし

97
(72)

１歳児相談
　身体計測・育児相談・栄養歯科指導を3センタ
－で実施

19回実施　325人 ３か所 19回
19回

継続実施
特になし

98
(73)

１歳６か月児健康診査
　問診・身体計測・内科診察・育児相談・栄養指
導を3センタ－で実施。

22回実施　544人　受診率 90.8％ 92% 受診率90.8%
県平均90.8％
を上回る92％

以上

対象月に未受診だった者に個別通知し,受診
勧奨する。

99
(74)

２歳児歯科健康診査
　問診・歯科診察・身体計測・保健指導・栄養指
導を３センタ－で実施。

22回実施　543人  受診率 84.0％ ３か所 受診率84.0% 88% 特になし

100
(75)

３歳児健康診査
　問診・尿検査・身体測定・内科歯科検診・保健
指導・栄養指導及び心理相談員による心理相
談を実施。

25回実施　581人　90.6％ 90% 90.6%
県平均88.4％
を上回る92％

以上

対象月に未受診だった者に個別通知し,受診
勧奨する。

(61) かさま健康ダイヤル２４
　電話による２４時間・年中無休体制での健康・
医療相談、医療機関情報提供などの各種健康
相談業務を行う。

6月1日事業開始　　1,983件 － 実施 継続実施
母子事業の機会や広報等で,事業の周知徹
底を図る。

（40） 不妊治療費の助成
　1回の治療に体外受精5万円、顕微授精10万
円を限度とし、1年度当たり2回を限度とし、2年
間補助する

体外受精　19件
顕微授精　24件

－ 43件

1回の治療に体
外受精、顕微
授精10万円を
限度とし、1年
度当たり2回を
限度とし、5年
間補助する

体外受精と顕微授精の格差を是正すると共
に、助成期間の延長を検討し，H22から実施
した。

12
基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

（１）　母子保健、小児医療の充実
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101
(90)

地産地消の推進 　給食用として地元産農作物を使用する。

給食用として地元産農作物を使用した。
  米・・・・市内全小中学校21校で使用
  野菜等・・友部地区9施設(7小中学校,その他2
施設)で21品目使用
笠間学校給食センターへの納入体制整備のた
めの検討会等の実施
　生産者への説明会　　1回
　教育委員会(学務課)との打ち合わせ　　1回

継続
米21か所

野菜等9か所
米25か所

野菜等25か所

・給食センターの要求する品質・規格に対応
できうる生産品目,体制の確立
・納入,流通システムの構築。

102
(91)

園庭菜園の実施
　幼稚園の園庭に野菜等を栽培し、収穫の喜び
や食に関する興味を喚起する。

9園で実施 継続 実施
9か所

　継続実施
特になし

103
(92)

食育指導
　給食の献立表から年１～２回昼食時に栄養指
導を行う。

栄養士が給食時にクラスを回って,栄養指導を
行った。

継続 21か所
21か所

継続実施
特になし

104 小中学校給食運営協議会の開催 未開催 継続
必要に応じ開

催
登載しない 特になし

105
(84)

離乳食教室
　４～５か月児を持つ親に対する離乳食の進め
方の指導や調理実習を開催。対象者第1子

全地区対象1か所(友部保健センター)で開催
12回実施　132人(48％)

継続 12回
12回

継続実施
特になし

106
(85)

食生活改善推進員による地域活動
食生活改善推進員による地域活動　 875回
10,258人

継続 875回 2,000回 特になし

107
(86)

親子料理教室
　食生活改善推進員による小学生親子の料理
教室の開催。

23回実施　492人 継続 23回 34回 特になし

108
(87)

食育講演会
　保育所，幼稚園，小学校児童保護者を対象の
健康づくり食育講演会の開催。

講演内容と予算に見合う講師が見つからなかっ
たため,実施せず

継続 未実施
1回

継続実施
№110に含め,施設単位で実施することを検
討する。

109
(88)

妊婦・乳幼児健診や相談時の栄養
指導及び相談事業の推進

毎週火曜日(友部HC・笠間HC)・隔週(岩間HC)
又は予約により相談事業を行う。

134回　1130人 継続 134回 120回 特になし

110
(89)

保健センタ－、保育所及び幼稚園と
の連携による食育事業の推進

　栄養士が幼稚園・保育園で指導する。 9回実施　219人 継続 9回 18回
保育所・幼稚園と連携した食育推進内容を
検討する。

111 子ども料理教室
　学校栄養士の指導による料理教室や収穫した
もので料理をしたり工場見学。：友部公民館

実施しない。 継続 廃止

№32(まなBe～
わんぱく)に包
括するので別

途事業として掲
載しない。

特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

　　　　　（２）　「食育」の推進

13
基本目標２　すこやかに子どもが育つまち

（２）　「食育」の推進



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

112
(116)

男女共同参画の推進
　子育てにおける男女共同参画意識の普及・啓
発。

・就学前の子を持つ保護者を対象に男女共同
参画を啓発していくことを目的に，あゆみ幼稚
園・ドレミ幼稚園の2か所で常磐大学から講師を
招き講演会を行った。
参加者：あゆみ幼稚園　29人ドレミ幼稚園　48人

継続 2か所 3か所
Ｈ21で市内の幼稚園への啓発活動が一巡
するため，Ｈ22から3か所の保育園・保育所
を対象に講演会を開催する。

113
(93)

赤ちゃんふれあい体験の充実
　夏休み中の中学生１～２年生を対象にした育
児見学、育児体験。

3センタ－で15回実施　延人数171人 継続 15回
22回

継続実施
特になし

114 思春期教育の充実
　保健師や専門家等による保健の授業や講演
会の開催。

実績なし 継続 継続 登載しない
学校からの要望があれば実施するが，独自
に助産師を頼んで実施している学校が多
い。

115
(86)

親子料理教室
　P1３ №107再掲

　食生活改善推進員による小学生親子の料理
教室の開催。

23回実施　492人 継続 23回 34回 特になし

116
(96)

職場体験の充実
　中学生２年生が様々な職場での体験活動の
推進。

中学生に,望ましい社会性・勤労観・職業観を育
成するため,学校を離れ地域商店,地元産業,民
間企業,公的施設などで実際に仕事を体験した。

継続 実施
7か所

継続実施
特になし

117
(114)

幼稚園・小学校との交流 　小学生と就学前児童との交流会を開催。
小学生と就学前児童との交流会を開催し，学校
生活に触れる機会を設けた。

継続 実施
9か所

継続実施
特になし

118 子ども読書活動推進事業 　本を通して子どもの健全な成長を促す事業。 始業前の読書タイムを行った。 継続 実施 登載しない 特になし

119
(102)

英語指導助手（AＬT）の活用
　外国語指導助手（AＬT）の全市立小中学校へ
の派遣。

国際理解教育及び外国語(英語)教育の充実の
ため,外国語指導助手(ＡＬＴ)を市内小中学校へ
派遣した。(10人)

継続 実施
10人

　継続実施

茨城県においては21年度より小学校高学年
において,35時間の授業が行われることから,
質のよい講師の獲得が課題となる。

120
(103)

適応指導教室「かしわの広場」「もく
せい教室」「あたごのひろば」の実施

　長期欠席児童生徒を対象に集団生活への適
応を促進させ学校生活へ復帰できるよう指導を
行った。

長期欠席児童生徒を対象に集団生活への適応
を促進させ学校生活へ復帰できるよう指導を
行った。

３か所 3か所
3か所

継続実施
特になし

121
(104)

こころの相談室
　本人及び家族の不安・心配事の相談及び思
春期相談。

電話相談及び面接による相談を受け，適応指
導教室・学校と連携を図り，学校教育・家庭教育
における教育上の諸問題に対応し，学校・児童
生徒・保護者への指導助言を行った。(笠間地
区)

継続 実施
1か所

　継続実施
特になし

122
(105)

心の教室相談員派遣
　中学校の相談室にて対応。生徒の悩みの相
談や生徒指導上の諸問題をサポ－トするため、
相談員を配置しカウンセリング等を行う。

生徒の悩みの相談や生徒指導上の諸問題をサ
ポ－トするため,相談員(4人)を配置し中学校へ
派遣しカウンセリング等を行った。

継続 実施
7か所

継続実施
特になし

123
(121)

運動部活動への外部指導者の活用
（県）

　運動部の活動に対して、専門的な技術指導力
を備えた外部指導者を派遣することにより、部
活動の活性化及び充実を図る。

運動部の活動に対して,専門的な技術指導力を
備えた外部指導者を派遣することにより,部活動
の活性化及び充実を図った。県補助　1人，国補
助　2人

継続 実施 継続実施 特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

　　　　　（１）　子どもの心身の心豊かな成長を支える教育環境の整備

14
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（１）　子どもの心身の心豊かな成長を支える教育環境の整備
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124
(91)

園庭菜園の実施
　P1３　№102再掲

　幼稚園の園庭に野菜等を栽培し、収穫の喜び
や食に関する興味を喚起。

9園で実施 継続 実施
9か所

　継続実施
特になし

125 幼児教育についての情報提供
　人間形成の基礎を培う幼児教育の重要性を、
保護者や地域に発信する。

市報・ホームページにより実施した。 継続 実施 登載しない 特になし

126
(110)

幼・小・中の安全点検
　全職員，専門業者，保護者による点検を実
施。

小学校,中学校,幼稚園において施設・器具類の
安全点検を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

127
笠間市特別支援教育コ－ディネ－
タ－連絡協議会

　幼，保，小，中学校が連携して指導者間の意
見交換などを通して，幼児と児童の実態や指導
の在り方について相互理解を深めた。

年2回合同研修会実施 継続 実施 登載しない 特になし

128
(43)

私立幼稚園就園奨励費補助(国)
　私立幼稚園に就園する３～５歳児の保護者を
対象とした補助金の交付。

対象者　922人 継続 実施 継続実施 特になし

129
(44)

公立幼稚園の保育料の減免 　非課税世帯の保護者に対して減免。 公立幼稚園の保育料の減免を行った。　7人 継続 実施 継続実施 特になし

130
(50)

就学援助費の支給　(国）
　P３ №27再掲

　「就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励に
ついての国の援助に関する法律」に基づく援
助。

小学校：準要保護(単独事業)396人要保護17人
中学校：準要保護(単独事業)227人要保護17人

継続 実施 継続実施 特になし

131
(106)

多様な体験活動の機会の充実
　地域の特性等を活かした，学校独自の事業を
行う。

学校独自の事業を行った。 継続 21か所
21か所

継続実施
特になし

132
(108)

教育相談体制の充実 　県より指導主事を受入れ，教育相談等を行う。 指導主事3人 継続 実施 継続実施 特になし

133
(112)

中学校の部活動の支援 　中学校部活動の支援としての補助。
中学校の各クラブの活動支援として,1クラブ19
千円の支援を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

134
(109)
(110)
(111)

学校施設の整備
（維持管理・備品購入・友部第二小
学校校舎耐震診断は市単独、その
他は国庫補助）

　学校施設の整備,維持管理，備品購入を行う。
　　笠間小学校校舎耐震補強実施設計
　　宍戸小学校校舎耐震診断
　  友部第二小学校校舎耐震診断
　　岩間第一小学校屋内運動場防水補修工事
　　友部中学校屋内運動場耐震補強工事
　　岩間中学校校舎改築工事

学校施設の維持管理，備品購入を行った。
笠間小学校校舎耐震補強実施設計を行った。
宍戸小学校校舎耐震診断     友部第二小学校
校舎耐震診断(単独)を行った。
岩間第一小学校屋内運動場防水補修工事を
行った。
稲田小学校校舎耐震診断・岩間第三小学校体
育館耐震診断・実施設計を行った。

岩間中学校校舎改築工事及び外構工事を行っ
た。
岩間中学校体育館耐震補強工事

継続 実施

(耐震化の推
進)

耐震化計画に
基づいて計画

的に実施

特になし

135
(134)

学校施設開放
平日夜間,土・日の体育館開放(小・中学校),土・
日の校庭開放(小学校)をスポ－ツ団体やスポ－
ツ少年団等に開放した。

市内21小・中学校の施設を開放した。 継続 21か所
21か所

継続実施
特になし

15
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（１）　子どもの心身の心豊かな成長を支える教育環境の整備
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136
(137)

中・高校生への教育対策

　市内の中・高校生によるボランティアグル－プ
で，市内子ども会や教育委員会が主催するイベ
ントに参加し，ジュニアリ－ダ－として活動して
いる高校生会(リ－ダ－スクラブ)の育成に努め
る。

笠間リ－ダ－スクラブ：会員9人
岩間リ－ダ－スクラブ「すぎな」：会員9人

継続 18人 25人 活動をＰＲし，会員の増加を図る。

137
(8)

母(祖母)と子の教室
　1歳7か月～3歳までの親子を対象にリズム遊
びや制作などを楽しむ。平成21年度より事業名
を「母と子の教室」に改称。：友部公民館

8回実施　延べ294人参加 継続 ８回
８回

継続実施
特になし

(97) 寺子屋事業
　休業日に子どもたちの学びの機会づくり，学習
の場づくりの一つとして寺子屋事業を実施し，学
力の向上，学習意欲の高揚の一助とする。

笠間・友部・岩間公民館において，算数・国語を
基本とした，ドリル学習を行う。
　実 施 日　　毎週土曜日(5/16～)　9:30～11:30
　参加者数　　笠間公民館20人，友部公民館11
人，岩間公民館13人
夏休み特別講座(7日間)
　参加者数　　笠間公民館19人，友部公民館5
人，岩間公民館14人

－ 実施 90人 特になし

16
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（１）　子どもの心身の心豊かな成長を支える教育環境の整備
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138
(118)

家庭教育学級の開催

　基本的な教育機能をもつ家庭や親のあり方に
ついて学習することを目的に，各小学校・中学
校・幼稚園・保育所で開設し，自主的に活動を
行う。

開設学級数　40学級，延開催回数　143回，延
参加者数　6,835人

継続 実施
40か所

　10,000人

参加率の向上を図るために、幼稚園・保育
所等への事業趣旨を積極的に周知する必
要がある。

139
(120)

ブックスタ－ト事業
　全ての赤ちゃんとお母さんを対象に、メッセ－
ジを伝えながら絵本等を手渡し、心触れ合うひ
と時を持つきっかけ作りをする。

ブックスタ－トパック配布
　笠間(参加人数　166人)　友部(参加人数　301
人)　岩間(参加人数　89人)

継続 3か所
3か所

継続実施
対象者全員に配布できるよう考慮する。

140
(122)

親子で参加できるイベントの開催
　青少年育成笠間地区市民会議・岩間地区市
民の会主催により，親子ふれあい事業を開催す
る。

  8/2　親子ふれあい陶芸教室　　参加者：子供
21人，保護者18人
11/22 親子ふれあいハイキング 　参加者：子供
14人，保護者14人

継続 実施 継続実施
青少年育成笠間地区市民会議，岩間地区
市民の会の自主運営の促進。

141
(9)

子育て広場事業「たけのこ」
　就園前の親子を対象に手作り遊びを通して親
子のふれあいを楽しむ。平成21年度より「子育
てラクダクラブ」に改称。：岩間公民館

 9回開催　延べ143人参加(名称を変更し親子工
作,親対象料理教室など開催)

継続 ９回
８回

継続実施
特になし

142
(119)

家庭教育支援事業
　就学時健診、保護者説明会を利用し、「子育て
講座」を実施。

小学校14校 継続 実施
14箇所

継続実施
特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

　　　　　（２）　家庭教育の充実

基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

17
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（２）　家庭教育の充実
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143
(130)

子ども会活動

　市子ども会活動の向上,発展に努め,児童福祉
の充実及び社会生活における子どもたちの健
全育成の推進を目的に,各種事業を実施する。
(友遊ランド,矢板市との交流会,リーダー研修等
の実施)

笠間市・矢板市子ども会交流会．球技大会．夏
休み作品展．子どもフェスティバル．リ－ダ－交
流会．友・遊ランドを実施した。

継続 実施 継続実施 子ども会育成会の自立促進。

144 「どんぐり学校」の開催

　地域の特性を活かし、子どもたちが地域の歴
史や文化・自然と触れ合う機会を作り、様－な
体験活動を通じ子どもの好奇心を刺激し自我の
発達を促す。

子ども対象事業は公民館事業とした為本事業
はH21年度から廃止とした。

継続 廃止 登載しない 特になし

145
(122)

青少年健全育成の推進
　親子ふれあい体験教室、講演会、広報誌の発
行、３世代交流会、お祭りなどを開催、高校生会
による子ども会活動や体験活動の支援。

【青少年育成笠間地区市民会議】
　　○親子陶芸教室，親子ふれあいハイキング,
会報「きずな」発行,各支部事業助成
【青少年育成岩間地区市民の会】
　　○講演会(講師：橋本實),教育講演会(講師：
和田由香)，キッズタウンミーティング,
     三世代交流事業助成,広報「こんぱす」発行

継続 実施 継続実施

・青少年育成笠間地区市民会議・青少年育
成岩間地区市民の会主催。
・市民会議は，笠間地区・岩間地区にはある
が，友部地区にはない。また，各戸200円の
会費を徴収しているが，子ども対象の事業
であるため，一般市民には活動内容が見え
にくい。
・事業内容の検討。

146
(131)

地域活動の指導者の育成
　ジュニアリ－ダ－育成、子ども会指導者育成
研修。

【リ－ダ－研修及び交流会】
　　参加者:小学4～5年生　13人，育成者 6人

継続 実施
1回

　継続実施

子ども会活動自体が保護者主導で活動して
いるところが多く，子どものリーダー育成を
進める必要がある。

147
(127)

「ふるさと教室」の開催
　子ども向け講座の開催　平成21年度から「ま
なＢｅ～土曜塾」に改称。：岩間公民館

8回開催　延べ190人参加。 継続 実施 継続実施 特になし

148
(136)

「図工教室」の開催

　子ども向け講座の開催,都内の子どもと地域の
子どもの体験交流事業
東京武蔵野美術大学のサ－クル「造形教育研
究会アトリエちびくろ」主催により,春・夏に開催さ
れる図工教室を支援する。

夏の図工教室 7／28～8／8(東京 21人，笠間
44人)　春の図工教室 3／28～4／1(東京 17人，
笠間 33人)
通常の維持管理費のほか，施設の老朽化が激
しく雨漏りや腐食が目立つようになってきたた
め，改修を実施した。

継続 実施
2回

継続実施
参加する子どもの地域拡大の検討が必要。

149
(128)

長期休業中を利用しての教室(サマ
－スク－ル)

　夏休み中に学校外ならではの体験を通し，異
年齢の友達や地域間交流による仲間作りをす
る。平成21年度は、各公民館４回（合同移動学
習を含む）開催する。

友部公民館　 4回実施　延べ114人参加
笠間公民館　 4回実施　延べ104人参加
岩間公民館　 4回実施　延べ112人参加

継続 12回
12回

継続実施
特になし

　親子で映画を鑑賞することにより、ル－ルとマ
ナ－を学ぶ(夏休み親子映画会)。：友部公民館

1回実施　150人参加 継続 1回
1回

　継続実施
特になし

　夏休み等に、図書館の設備・資料を利用し子
ども映画会等を上映する。

笠間55人 友部79人 岩間55人 継続 7回
7回

　継続実施
特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

　　　　　（３）　地域活動を通じた地域教育力の向上

基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

150
(124)

子ども映画会の実施

18
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（３）　地域活動を通じた地域教育力の向上



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

151
(123)

三世代交流イベント開催
（友・遊ランド）　三地区開催

　三世代が一同に会し交流事業をおこなう。
各地区(笠間・友部・岩間)子ども会育成連合会
が主体となり，『友・遊ランド』を開催した。

○友部地区
　6/6　ドッジで交流　ドッジでどっち！(笠間市民
体育館)　参加者：会員・保護者　120人
○岩間地区
　6/14　親子チャレンジ・ランキング大会(岩間第
一小学校)　参加者：会員･保護者　140人
○笠間地区
　2/28　チャレンジ・ランキング大会(笠間市民体
育館)　　参加者：会員･保護者　50人

継続 実施
3回

継続実施
各地区(笠間・友部・岩間)子ども会育成連合
会の組織の充実。

152
(122)

親子による交流・自然体験学習の
開催

青少年育成笠間地区市民会議主催により，各
種親子ふれあい事業を開催する。

  8/2　親子ふれあい陶芸教室　　参加者：子供
21人，保護者18人
11/22  親子ふれあいハイキング　参加者：子供
14人，保護者14人

継続 実施 継続実施
青少年育成笠間地区市民会議，岩間地区
市民の会の自主運営の促進。

153
図書館を利用した子ども向け事業
の開催

　創作絵本づくり、資料を利用したクイズラリ－
等の実施・子ども読書フェスティバルの開催。

おはなし会及びイベント
　笠間　5周年記念特別おはなし会　30人
夏休み特別おはなし会及び夏休みイベント
　笠間：クイズラリ－130人 特別おはなし会25人
　友部：図書館バックを作ろう23人, 絵画教室
「読書感想画」12組, 夏休み手作絵本教室37人
　岩間：クイズラリー15人,調べ学習8人
子ども読書フェスティバル(10月読書週間)
　笠間95人,友部85人,岩間45人

継続 10回
10回

継続実施
特になし

154
(132)

スポ－ツ少年団活動
　スポ－ツを通しての青少年の健全育成を補助
する。

スポ－ツ少年団の活動助成として事業費補助を
行った。39団体補助

継続 実施 継続実施
少子化などにより一定規模の人員が確保で
きないことから、活動に支障がでており、募
集活動の強化が必要。

155
(133)

スポ－ツ教室の開催 　各種スポーツ教室を開催する。
各種教室(エアロビクス教室，ストレッチ教室，ア
イススケート教室，スナックゴルフ教室，野球教
室，水泳教室，グランドゴルフ大会)を開催した。

継続 4種目
4種目

継続実施
特になし

156
(127)

土曜日の休日を利用していろいろな
講座を体験する

　サタデ－まなBe～講座体験学習を通した友達
づくり講座。：笠間公民館

6講座実施(レクリエション・折り紙アート・きな粉
飴づくり・おもしろ理科先生等)　延べ155人参加

継続 6回
6回

継続実施
特になし

157
(125)

幼児演劇鑑賞会
　成長ある幼児たちに生の演劇を鑑賞させるこ
とにより情操を育てる。：友部公民館

1回実施　　767人参加 継続 1回
1回

継続実施
特になし

158
親子・祖父母との交流を通して物作
りをする

　小学生と親が共同で工作を楽しみながら，家
族の会話の場をつくる：友部公民館事業

  － 継続 廃止 登載しない 特になし

159 孫そだて講座
　地域の教育力を活かした講座。：岩間公民館
事業

自主講座で実施 継続
自主講座に変

更
登載しない 特になし

19
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（３）　地域活動を通じた地域教育力の向上



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

(135) 学校支援地域本部事業

　学校と地域との連携を図り，地域の教育力を
活かした多様な学校支援を行い，地域全体で学
校教育を支援するための体制(学校支援本部笠
間市実行委員会・学校支援地域本部(中学校区
単位)を設置)づくりを推進する。

○実行委員会・地域教育協議会の取り組み
　学校ボランティア名簿を市内小中教員へ配布
　ハンドブックの作成
　教職員への学校支援ボランティア研修会の実
施
　　　　6/30　　研修会(岩間公民館)
○各学校での取り組み状況
　　友部中学校
      　学習支援(家庭科における実習補助)
　　 　環境整備(花壇の整備)
　　友部第二中学校
       　選択美術科での能面作り
　　　　部活動指導(陸上部の指導)
　　　　学校行事支援(卒業式ビデオ撮影
           ・文化祭での華道・茶道体験)

継続 実施
2地区

　継続実施
学校が求めるものを地域に周知する方法を
確立する。

20
基本目標３　心豊かに子どもが成長するまち

（３）　地域活動を通じた地域教育力の向上



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

160
(141)

生活道路の整備事業 歩道整備，道路環境整備を行なう。

・道路新設改良
　国補14事業　都市計画道路1事業　県単1事業
市道１６事業

・交通安全施設整備
カーブミラー新設29か所、補修24か所、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰ
ﾙ・ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ新設287.5ｍ、区画線2,020ｍ

継続 実施

継続実施

(通学路の歩
道・交通安全施
設の整備のみ

登載)

既設道路が未整備のため,歩道が連続しな
い箇所がある。

161
(115)

学校における環境衛生検査 　シックスク－ル対策、ダニアレルギ－対策。
環境衛生検査(シックスク－ル対策，ダニアレル
ギ－対策)を行った。

継続 実施
21か所

継続実施
特になし

162
(152)

通学路の安全確保 　通学路の安全点検調査。
PTAと連携して，通学路の安全点検を行い，危
険箇所の確認と連絡を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

163
(155)

あいさつ運動の実施
  学校児童生徒,PTA等による登校時のあいさつ
運動を推進し，連帯感を強め，思いやりの心を
醸成した。

春・秋　2回　　21か所 継続 継続
21か所

継続実施
特になし

164
(156)

学校警察連絡協議会の開催
　少年の非行を防止し，少年を犯罪等の被害か
ら守るために警察と学校が連携し，その対策を
行うための情報交換を行う。

学期ごとに実施。 継続 継続
3回

継続実施
特になし

165
(107)

学校評議員制度
　開かれた学校づくりを推進するために,小中学
校に各校5人以内の学校評議員を置き地域住
民の学校運営への参画を図った。

会議3回(学期ごと)　21か所実施 継続 実施
21か所

継続実施
特になし

166
(153)

子どもを犯罪や危険から守るため
「子ども１１０番の家」協力家庭，事
業所の募集

　子どもたちを犯罪や危険から守るための「子ど
も１１０番の家」を指定し、案内看板を設置し緊
急避難場所の確保をする。

緊急避難場所を確保した。　1,053件 継続 1,053か所
1,100か所
　継続実施

特になし

167
(154)

防犯講習会の開催(各学校において
実施)

　スク－ルガ－ドリ－ダ－と連携し，防犯講習会
を実施することにより学校における防犯及び安
全体制の整備を図る。

2人のスクールガードリーダーと連携し,実施し
た。

継続 実施
21か所

継続実施
特になし

168
防犯カメラの設置(各学校において
設置)

　各学校に防犯カメラを設置し、学校における安
全体制の整備を行う。

事業終了(№134に含む) 継続 事業完了 登載しない 特になし

　小学校4年生を対象に、交通安全中央研修所
で研修を行う。

小学校4年生を対象に,交通安全中央研修所で
研修を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

　幼稚園、小学校、中学校等での交通安全教室
の開催。

交通安全意識の高揚のため,警察署や県さらに
交通安全団体(安全協会・交通安全母の会)と協
力し,小学校16校,中学校4校,幼稚園10園,保育
所(園)9所で交通安全教室を実施した。参加者
約5,000人

継続 39か所
39か所

継続実施
特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

　　　　　（１）　子どもを取り巻く生活環境の整備

基本目標４　安心して子育てできるまち

169
(149)

交通安全教室の開催

21
基本目標４　安心して子育てできるまち
（１）　子どもを取り巻く生活環境の整備



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

170
(144)

都市緑化の推進

　緑と潤いのある環境整備として関係諸団体の
参加と協力を得て、都市緑化推進のための諸
活動を行い、子ども達を取巻く環境の緑化意識
高揚を図り、もって都市の緑化及び都市公園等
の整備推進を図る。

行事:秋季(10月)の都市緑化月間に合わせ,笠間
芸術の森公園を会場に緑化祭を実施した。
内容:インテリアグリ－ン作成教室,剪定教室,緑
化PR等

継続 1回
2回

継続実施
特になし

171 地区計画の推進 　ゆとりと潤いのある居住環境を確保する。 　　－ 継続 実績なし 登載しない 特になし

172
(142)

都市公園の整備
　都市における潤いのある緑豊かな生活環境を
確保し、豊かさとゆとりを実感できる市民生活を
実現するため、都市公園等の整備を推進する。

都市公園施設の修繕・管理(21か所)
笠間芸術の森公園の維持管理(あそびの杜を含
む)
鯉淵地区に街区公園を新設(5,600㎡)

継続
遊具設置公園

45園

公園施設長寿
命化計画の策
定と設置及び

更新

　平成20年８月に「都市公園における遊具の
安全確保に関する指針」が改訂されたことによ
り、遊具が設置された全都市公園の点検を20
年10月に実施した。それに基づき安全・安心な
公園整備を図る必要がある。
都市公園の一人当たりの設置面積が地区に
よりばらつきがあり、計画的な公園整備の観
点から、緑の基本計画等の作成が必要となっ
ている。

173
(147)

違反広告物の撤去 　有害広告物等の簡易除却。
違反広告物の撤去
　実施日:3/1～4の4日間　　違反広告物除却件
数:198件

継続 実施 継続実施

現在市で行っている違反広告物の撤去は,
道路上等市が管理している場所に限定。民
地における違反広告物の撤去は非常に困
難な状況となっている。このため,今後とも法
令順守に向けた意識啓発に努めるとともに,
有害広告物等の簡易除却を実施していくこ
とが望ましい。

174
建築物（公共施設）のバリアフリー
化

該当事業なし 継続 － 登載しない 特になし

175
(141)

友部駅周辺整備事業に伴う周辺の
バリアフリー化（国）

　安全な生活環境の整備。
バリアフリーに配慮した歩道の整備　(安全に配
慮した通学路の変更)
友部駅南口広場整備・友部駅北線整備

継続 実施 登載しない 特になし

176 あいさつ・声かけ運動の推進 　市民憲章実践活動。

駅や学校などで市民憲章推進協議会加盟団体
が中心になってのあいさつ運動
Ｈ21年11月2日～25日　市内6駅,小学校14校,中
学校7校,高校2校　参加者総数1,250人

継続 実施 登載しない 特になし

177
(150)

自主防犯活動の推進 防犯ボランティア団体の自主的な地域防犯活動 防犯ボランティア,登録数21団体約1,800人 継続 21団体
21団体

継続実施
特になし

22
基本目標４　安心して子育てできるまち
（１）　子どもを取り巻く生活環境の整備



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

178 健全育成に関する啓発事業 　青少年の健全育成に関する啓発紙の配布。

　【青少年育成笠間地区市民会議】
　会報「きずな」　10,000部×年1回発行
　【青少年育成岩間地区市民の会】
　会報「こんぱす」 4,500部×年2回発行

継続 実施
団体広報誌に
より登載しない

特になし

179
(146)

青少年相談員の巡回指導　(県）
　街頭補導活動等による問題行動の早期発見
及び未然防止活動(祭事の巡視や青少年の健
全育成に協力する店への訪問活動等)

○祭りの巡視　(笠間祇園祭・笠間のまつり・六
所神社祭礼)
○青少年の健全育成に協力する店への訪問活
動　　75店舗
○中学校卒業式での巡視　3校(友部中・友部二
中・岩間中)

継続 実施 延べ250日
「茨城県青少年のための環境整備条例」の
全面改正に伴い，改正内容を各店舗へ周知
していく必要がある。

180
(146)

有害図書立入調査の実施(県)
　自動販売機、コンビニエンスストア等の立入調
査の実施。

H21年度実績なし 継続 実施 登載しない 事業№179の事業内容に含まれる

181
(130)

子ども会等地域活動の機会の充実

　各地区子ども会の活動事業を通して、異年齢
の集団による仲間活動、特に子どもを中心とし
た活動を進め、社会の一員として必要な知識、
技能及び態度を学ぶとともに、健全な仲間づくり
を進め、子どもの心身の成長発達に努める。

〔単位子ども会数〕笠間地区68，友部地区71，岩
間地区44，合計183

継続 実施 継続実施
少子化のため，単位子ども会数が減少傾向
にある。

182 社会を明るくする運動の推進

　犯罪者の更生保護、青少年の不良化防止活
動を促進し、健全明朗な青少年の育成にあた
る。
　社明運動の推進、子育て支援等の事業を行
う。

7月を強化月間とし，街頭広報活動等を実施し
た。

継続 実施 登載しない 特になし

183
(146)

青少年相談員活動の充実　(県)
　青少年の健全育成のため、青少年相談員を
委嘱し，各種活動を行う。

〔主な活動内容〕
　○青少年の健全育成に協力する店への訪問
活動，祭りの際の巡視，中学校卒業式の巡視，
各種会議・研修会への参加等　延べ210日

継続 実施 延べ250日
「茨城県青少年のための環境整備条例」の
全面改正に伴い，改正内容を各店舗へ周知
していく必要がある。

(152) 立哨による通学時の安全確保 　横断旗の整備と保険加入。
立哨による通学時の安全確保のため,横断旗
(父兄用)の整備及び保険への加入を行った。

継続 実施 継続実施 特になし

23
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（１）　子どもを取り巻く生活環境の整備



事業№ 事　業　名　称 事　業　内　容 事　業　実　績（平成２１年度） 前期目標 達成状況 後期計画目標 問題点・課題・検討事項・今後の方向性等

166
(153)

子どもを犯罪や危険から守るため
「子ども１１０番の家」協力家庭，事
業所の募集
　P２１№166再掲

　子どもたちを犯罪や危険から守るための「子ど
も１１０番の家」を指定し、案内看板を設置し緊
急避難場所の確保をする。

緊急避難場所を確保した。1,053か所 継続 1,053か所
1,100か所
　継続実施

特になし

184
(149)

交通安全運動の推進
　警察と関係団体の協力のもと、春夏秋冬に運
動を実施，幼稚園，小学校，中学校等での交通
安全教室の開催。

交通安全意識の高揚のため,警察署や県さらに
交通安全団体(安全協会・交通安全母の会)と協
力し,小学校16校,中学校4校,幼稚園10園,保育
所(園)9所で交通安全教室を実施した。参加者
約5,000人

継続 39か所
39か所

継続実施
特になし

185 チャイルドシ－トの貸出先の紹介
　チャイルドシ－ト貸出先の笠間地区交通安全
協会を紹介。

チャイルドシ－ト貸出先を笠間地区交通安全協
会が行っていたが平成21年度で事業終了となっ
た。
笠間市内貸出実績　2台(笠間1,友部1)

継続 事業終了
廃止

登載しない
特になし

186
(151)

防犯広報活動の推進 　市広報車による巡回広報を実施。
友中生徒見守り隊等の,交通安全指導車使用に
よる地域パトロ－ルを実施した。(年間約90日)

継続 実施 継続 特になし

187
(150)

防犯パトロ－ル実施 　防犯ボランティア団体が随時実施。
自警団等の防犯ボランティア団体による,各地区
の自主的な防犯パトロ－ルを実施した。

継続 21団体
21団体

継続実施
特になし

188 犯罪被害支援センタ－との連携
　笠間地区被害者支援連絡協議会により、犯罪
の被害者又はその遺族に対する支援活動を実
施。

犯罪被害支援センタ－と連携し，紹介をする。
(H21実績なし)

継続 実施 登載しない 特になし

189
(150)

自主防犯活動の推進
　P２２ №177再掲

防犯ボランティア団体の自主的な地域防犯活動
防犯ボランティア団体が,自主的に地域防犯活
動を随時実施している。
　(防犯ボランティア,登録数18団体約1,800人)

継続 21団体
21団体

継続実施
特になし

191 公共施設の施設整備 　授乳室、ベビーベッドの設置やトイレの改修。

稲田駅前トイレ：建築工事1式(建築面積15㎡)
福原駅前トイレ：実施設計1式,建築工事1式
　(建築面積15㎡)
宍戸駅前トイレ：実施設計1式,建築工事1式
　(建築面積21.84㎡)

継続 実施 継続実施
駅や周辺道路のバリアフリー化がなされて
いない。
必要に応じて実施。

192
(145)

防犯灯の整備 　設置及び整備促進補助。

防犯灯 598基(新設150基・更新448基)と点滅器
17基の設置補助と,市管理分の新設110基・更新
347基・修繕(ランプ交換含)129基の工事を実施
した。

継続 実施 継続実施 特になし

　　　基本理念　　地域みんなで支え合う  子育てのまち　笠間市

　　　　　（２）　子どもの安全の確保

基本目標４　安心して子育てできるまち
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基本目標４　安心して子育てできるまち

（２）　子どもの安全の確保
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